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ご あ い さ つ

東畑遺跡 は坂北村役場か ら西へ約 3km、 仁熊地区の麻績川が蛇行 して巡 る段丘上 にあ ります。 ここは

筑北地方では古 くから知 られた遺跡であ り、土器や石器 を拾った経験のある村人 も大勢居 ります。

この度、農地整備工事 により遺跡の破壊が避 け られない状況であったため、本格的に発掘調査を行 う

こととな りました。坂北村教育委員会は事業主体の長野県か らの委託 を受け、長野県埋蔵文化財セ ンタ

ーの指導の もと、調査を担当 して進めてまいりました。

平成15年 5月 に着手 した発掘調査では、その進行 とともにこの遺跡が予想をはるかに超える大規模集落

であることが判明し、翌春 には水稲 を作付 けするという時間的制約の中、急邊一部を盛土保存 に変更す

る等いくつかの調整 を図 りました。その結果、平成15年 10月 末 日と決め られた期間内に厳 しくも濃密 な

る現地調査 を終了いた しました。

発掘調査か ら得た遺物や記録類 もまた予想 を上回る数量で した。平成16年 度はこの資料の整理や土器

復元、分析といった地道な業務 をひとつひとつ積み重ね、記録保存す ることに努めてまいりました。

この報告書 は、地元の教育委員会が調査 を担当 して きた経過 を考慮 し、村民の皆様が手にとって親 し

み易 く、内容・解説も理解 し易い表現 といた しました。なお、詳細で専門的記録やデー タ類 はCD(2枚 )

に収め、本冊とセッ トの体裁といたしました。

筑北 に栄えた縄文のロマ ン、東畑遺跡の調査から得た貴重な成果を盛 ったこの報告書の刊行 を喜 びと

するとともに、多 くの皆様 に活用 されますことを期待するものであ ります。

最後とな りましたが、調査実施 と報告書作成 にあた り、ご協力 ご指導 をいただ きました地権者の皆様、

酷暑の夏を耐えて従事 されました発掘補助員の皆様、繊細級密な業務 に携 わ られました整理補助員の皆

様、そ して長野県、長野県埋蔵文化財セ ンターを始め連携 して業務 を進めていただ きました皆様に心 よ

りお礼 申し上げます。

平成17年 3月

坂北村教育委員会

教育長 柳澤 毅
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坂北村は長野県の中信地方、東筑摩郡の北端

の通称「筑北 (ち くほく)」 とよばれている地域

に位置 します。坂北村のほか、麻績村、坂井村、
ほんじょう
本 城村の筑北4ヶ村は大小の山々に国まれた山

村です。その村々を流れる河サllは坂北村で合流し、

麻績川となつて犀川へ流れ込んでいきます。その

犀川も長野市で千曲川となり、さらに北上して信

濃川と名前を変えて日本海をめざします。

東畑遺跡は蛇行する麻績り||に よってつくられた

段丘上に営まれた縄文時代の集落 (ムラ)の跡で

す。

遺
跡
の
位
置



浅間山

上田市

1 遺跡上空から浅間山を望む (2000年 秋 )



中国大陸

′ (1:30000000)

2 日本列島の中の東畑遺跡

坂北村は本州のほぼ中央の内陸地域に位置する。降水量が

少なく、年平均 1′ 000mm前後。降水型は太平洋型を示すが、 日

本海に70k mと 近いため冬季の積雪は北の影響を受ける。

地理的位置

日本海に注ぐ信濃川の支流

3 信濃りllの支流、麻績り||

麻績川は日本最長の川、信濃川の支流である。松本平から

流れ来る犀川へ合流し、善光寺平では千曲川へ、そ して北上

して、新潟県で信濃り|と名前を変えて日本海をめざす。

東畑遺跡

麻 績 村
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4 坂北村全図

麻績りは、冠着山や大林山に源を発し、本城村から流れる東条りをはじめとする幾筋もの支流の水を集

め、蛇行しながら筑北の谷を西に流れる。やがて坂北村仁熊、赤松地区より差切峡谷に入ると、それまで

の静かな流れから一変して、各所に滝や淵をつくって岩の間を流れ下り、山清路 (犀 川)へ 向かう。

(1:6000000)  200km

地理的位置/日 本海 に注ぐ信濃川の支流



遺跡をとりまく環境

蛇行する麻績川と遺跡の立地

菖蒲田遺跡出土の土器

7● お
東畑遺跡の立地する台地上も動カポンプで揚水 して水田として利用されている。昭和20
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6 遺跡周辺の地形と麻績り||

東畑通跡から見わたせる、ちようど同 じような台地上から、縄文時代の遺物が採集されている。東畑の東500mに ある渕平遇跡

からは磨製石斧が出土 している。また西500mにある菖蒲田遺跡からは、東畑と同時期の縄文時代中期の土器片が採集されている。

隣 りあつたムラだつたのかも しれない。台地は水場に近 く水はけが良いため暮 らしやすかつたのだろう。

´
LX=4SO

遺跡をとりまく環境/蛇行する麻績川と遺跡の立地



右 と思えば左、北 と思えば南へ と、麻績 川の流 れ

は坂北村 /r/1・ 場の中 鳥橋 を越 えるあ た りか ら、一段 と

蛇行が激 しくな ります。

長野 自動車道麻績 イ ンターチェ ンジか ら南西へ

4k m。 ひ とつ の川であ るの に、追跡 までの道中で3

つの橋を渡 ることでもその蛇行ぶ りがよ くわか りま

す。

普段 は穏やかな水面をみせ る麻績 川ですが、大小

の支流 と蛇 行する流れのため、 ひとたび豪雨 となれ

ば大 きな被害をもたらします。

昭和34年 台風7号 の豪雨で は、筑北地域一帯 に大

きな水害を もたら しました。東畑 遺跡付 近で も低い

水田が本流 とな り、台地 の斜面 を大 き く切 り崩 しな

が ら、土石流 となって差切峡へ向か いました。

役場に保管 されていた、今か ら約120年 前、明治

18年 ～21年 に行われた現地 目調査に よる測 量図 (切

図 )を み ると、麻績 川は遺跡の手前で東西 に大 き く

蛇行 していることがわか ります。

束畑 に人々が暮 らした縄文時代か ら四千年。この

長い歳月の 間に麻績川は台地を削 り谷を埋め、幾た

び もその流路 を変えなが ら流れていた ことで しょ

flギ

明治の測量図にみる遺跡

う。縄文時代の東畑の台地は今 よりもっと広 く、川

に面 した急 な崖は緩やかな傾斜を していて、川 も今

より高い位置を流 れていたので しよう。

7 遺跡手前で大き く蛇行する麻績川 (南 側か ら撮影 )

遺跡手前の土がある部分は現在土捨て場 として利用されて

いる。明治の頃にはそ こまで,が流れていた。

/至差切峡
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8 明治20年 頃に測量された切図 (合 成図 )

明治18年 ～21年 にかけて行われた現地目調査のためにつくられた測量図。原本の縮尺は600分の 1。 村役場では地域ごとにつづ

られて保管されている。今回は7枚分の切図を合成 した。遺跡のある台地は麻績りによつて大きくえぐられて、こぶのように飛び

出ている。

遺跡をとりまく環境 /明治の測量図にみる遺跡



地形 と地質

坂北村は今か ら2,500万年～200万 年前 、まだ海の

底 で した。 そ こで堆積 した砂 や泥は礫 岩
*や

砂 岩 t

泥岩
*な

どの硬 い堆 積岩 とな り、そ の後 隆起 して陸

地 とな りました。

麻績 川沿いの道を行 くと、河岸段丘の崖面に幾筋

にも重なる地層が観察できます。東畑 遺跡の下にみ

える地層 も「細田砂岩泥岩互層」 とよばれる、この

堆積層 のひとつ です。また「青柳の切 り通 し
*」

とし

て有 名な、天正8年 (1580年 )青柳 氏によって開か れた

硬い岩 も、海底に堆積 していた礫岩砂岩層です。

陸地 となった後、長 い間の浸 食作用や火山活動、

地殻 変動に よって次第に谷地形や 山々が造 られてい

きま した。東畑 遺跡の台地 も古 くは川 によって削 ら

れています。遺跡 の調査 で もその時に堆積 した砂や

砂利、丸 くなったチャー ト
*な

どが入る礫層 がみつか

りました。

その後、麻績川は蛇 行を繰 り返 し、周囲の地形 を

削 り取 りなが ら、東畑 のような河岸段丘を形 成 して

いきます。麻績 川がこのように大 きく蛇行す る理由

は、差切峡 に硬い礫岩層が川筋に直交 して横 たわ り、

スムーズな水の流 れを邪魔 してい るため と考え られ

ています。

9 遺跡下の地質 (左 :上部、右 :下部)

上部に段丘堆積物の礫層が顔をみせている。その下は砂岩や

泥岩が重なりあつている。はるか数千万年前、ここが海であつ

た頃の堆積物である。

10 近くの

']誹'1右

岸にみえ岩糧協`の様子

筑北地域には第皇補層
*が

広く分布 して、堆積岩類にはいち

じるしい招曲や大規模な断層が発達している。(坂北村誌より)

1]遺跡下を流れる麻績川

川底にも第三紀層の堆積岩がみえる。縄文の人々はこの平らな石を炉石や敷石に利用 していた。

遺跡をとりまく環境/地形と地質



坂北村の森林面積 は、2.364ヘ クタールで、村総

面積 の約80%を 占め、約 20%は 、耕作地・住居地・道

路 などです。このうち人工林
*は

783ヘ クター ルで、

約 33%、 アカマツ・カラマツが主で、わずかにスギ・

ヒノキがあ ります。 天然林
*(自

然林 )は 、ク リ・コ

ナラ・クヌギ などの雑木林で約57%と なっています。

坂北村の最高標高は四阿屋山で1,387m、 最低標高

は麻績川下流の中込で480m、 全村 が低山帯 (約 500

～ 1,500m)に はい り、 夏緑樹林 (温帯 落葉広葉樹 )

が大 部分を占めてい ます。標高約1,000m付近 を境に

して上部はブナ帯 、下部 はクリ帯に属 しそれぞ れ特

徴あ る植生が み られます。現在 の植生は、自然植生
*

と代償オ直生れこ分け られます。

森林 を中心にみ ると、自然植 生では、原生林
*の

よ

うな本来の 自然植生はみ られませ んが 、自然植生に

近 い森林は、ブナ林・サ ワグル ミ林・イヌブナ林・ア

カマツ林・ケヤキ林・コナラ林な どが あげ られ ます .

代 償植生 で は、 ミズナラ林・ア カマツ林・カラマツ

林・マ ダケ林・スギ林があ ります。 (詳 しくは村誌 さ

か きた を参照 )

ミズナラ林 以外は植林された植生 ですが、近年 は

管理 の行 き届かない状態が増加 していて、林内の高

木層・亜高 木層には、クヌギ・コナ ラ・クリ・ツノハシ

バ ミ・リョウブ・ネジキ・ダンコウバ イなどが生育 し、

林床 には幼 木 もみ られます。耕作 放棄地 や荒地 など

では、帰化植物 (草 本)―ス スキ草 原→ア カマツ林

→雑木林
*の

遷移が予想 されます。現在 の耕作地・住

居地・道路は縄文時代 にはな く、林地・草地・湿地な

13 四阿屋山麓の秋

クヌギ、コナラなどの雑木林 (手 前)

現在の土地利用と植生

どであ ったと考え られます。

縄文時代の植生が現在の自然植生 に近い状態であ

ったと推察する と、 ク リ・クヌギ・コナラ・カ シワの

ドングリは身近にあ り、 少 し足を延 ばせば、今 よ り

も広範 囲 に分布 してい たであ ろ う四阿屋 山や聖山

山麓 の ミズナラ・ブナ・イヌブナの ドングリが手に入

り、 トチノキ・クル ミ・ツノハ シバ ミ・ハ イイヌガヤ

などの本の実 も利用できた と考え られます。早春 ～

秋 に咲 く野生 の草花 の美 しさに感動 しなが ら、 ウ

ド・タラノキ・フキ・オケラ・ツ リガ ネニ ンジ ン・シオ

デな どの林床・林緑・草原 などに豊富に生育する山莱

を利用 し、初夏か ら秋 には、カス ミザクラ・ガマズ

ミ・アケ ビ・マツプサ・サルナシ・ズミ・ヤマ ボウシ・マ

タタビ・クサ ボケ・マメガキ・ナワシロイチゴ・モ ミジ

イテ ゴなどの呆実やキノコを味わいなが ら豊か な食

生活を していたこ とで しょう。

12 四阿屋山麓のミズナラ林

中村英夫

遺跡をとりまく環境/現在の土地利用と植生
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周辺の遺跡

谷あいに点在する縄文遺跡

14 犀川右岸の生坂村東部八幡原遺跡の土器

東畑遺跡と同時期の選跡で、土器のかたちも似てい

るものが多い。

15 東部八幡原遺跡の砥石
*

長さ21 0cm、 大きな砂岩を砥石に使つている。

砥ぎ痕から、石のアクセサ リーや骨製品を砥

いだ道具と考えられる。

筑北 の地で最 も古 い人の足跡 (遺跡 )は、 四阿屋

山の山腹、標 高900mの 高原地形に位置する坂北村

の東 山にあ ります (110)。 畑地 か ら旧石器時代 の安

山岩製の石刃が発見 されています。 1万 数千年以上

前、まだ土器を もたない彼 らは 卓越 した技術 でつ く

った石器を使って狩猟生活 を送っていま した。その

後、同 じような高所を中心に少 しずつ 旧石器 人の足

跡を追 うことがで きます。 (90、 96)

土器 を用い る縄文時代の人 々の足跡 も、まず聖高

原一帯の標 高が高い範囲にみつか ります (105～ 107

他 )。 今か ら 1万 年ほ ど前 、人 々はキャ ンプ生活 を

して暮 らしていた ようです 。

その後、今か ら7,500年前、 人々は麻績川 に近い、

河岸段 丘上に安定 した集落 「ムラ」 をつ くります。

その代表的 なムラ、坂北村向六工遺跡 (41)では

5軒の竪穴住居跡
*と

ともに、底の尖った土器、多種

多様 な石器が出土 していて、山河 の幸 を得て豊かに

暮 らしていたことがわかってきま した。また遠 く和

田1峠 周辺か ら黒曜石が もた らされていた ことも科学

的に証 明されてい ます。

前期 になる とその追跡数は少 しずつ増えて、山腹

の高所 にあ る遺跡 (9、 46、 52他 )と 、川沿い に点

在する遺跡があ ります。

東畑に人々が暮 らしは じめ た前期の終わ り、6,000

年ほ ど前になるとムラは川沿いに分布 します。同 じ

頃、犀 川流域 に も生坂村 東部八幡原遺跡 (155)な

どのム ラが営 まれていきます。

中期 になる と、さらに追跡数は増 え、麻績 川やそ

の文流の各所に規模の大 きな集落がつ くられてい く

ようです。

16 向六工遺跡

平成1・ 2年、長野自動車道建設に伴 う発掘調査によつて縄

文時代早期の集落や平安時代、中世の集落がみつかつた。土器

は先が尖つた尖底土器である。

17 東条川左岸の本城村唐前遺跡の土器

本城村の指定有形文化財。昭和45年 の

構造改善事業で出土 した無傷の埋甕。高

さ41.5cm。 縄文時代中期後葉の唐草文土

器=である。

18 麻績り|1右岸の麻績村下井

堀遺跡の土器

高さ 12.Ocm。 縄文時代中期で

は珍 しい壺形の小さな土器で

ある。唐草文土器である。

本格 的な調査はされていませんが 、東条 川沿いの

ムラ、唐前遺跡 (22)や 麻績川沿いのムラ、下井堀

遺跡 (60)な どから当時の貴重 な土器がみつかって

いて、東畑遺跡と同規模の遺跡が眠っている可能性

が膨 らみます。

特 に東畑遺跡のある仁熊地区では500mお きに東

から淵平、東畑、菖蒲田遺跡が並び、お互いに協力

関係のあったムラ同士だったのかもしれません。

後期 になると途端に遺跡は減少します。しか し東

畑のように調査をしてはじめて後期の土器や敷石住

居跡がみつかる例 も多いので、 まだまだ遺跡の数や

内容は未知数です。本格的な遺跡の分布調査を行え

ば、筑北における縄文時代の人々の暮 らしぶ りはも

っと明 らかになることでしょう。

→巻末 坂北の歴史年表、文化財マップ (折込図)ヘ
※本文中の ( )内の数字は巻末の「筑北地区の遺跡 。文化財マッ

プ」に対応 しています。遺跡地名表とともにご覧ください。み

なさんのお宅の近 くにも昔の人たちの足跡が残っていませんか。

周辺の遺跡/谷あいに点在する縄文遺跡



東畑遺跡に生きた縄文時代の人々は、いつたい

どんな生活をしていたのでしようか。集落遺跡に

は当時の人々の生きた証しがたくさん残されてい

ます。そこは縄文時代の生活や社会の情報が満ち

た場所です。

たくさんの土器や石器といつた道具類、また

住居跡や穴といつた生活の跡から、自然と共生し

集落を営んだ先人の姿がみえてきます。また土偶

やアクセサリーといつた道具からはその豊かな感

性、精神性が伝わつてきます。今回みつからなか

つた動植物を利用した道具や、多くの種類の食べ

物もたくさんあったことでしよう。



遺跡の微地形と基本土層

砂質に富む水はけの良い土地

遺跡の標高は561m。 現在の麻績川か ら約13m上

った台地上 にあります。縄文時代の生活跡 は、台地

東側の先端付近にみつか りました。このあたりの土

は砂質に富んでいるので、とても水はけが良いです。

発掘調査の時も、激しい夕立でできた水たまりがあ

っという間に引いてしまいました。

それに対して、遺跡の西側 には生活の痕跡 はみつ

かりません。一見すると同じような平らな場所です

が、地面 を掘ってみると、粘土質の土が厚 く堆積 し

ていて、すぐに水が湧き出てきます。地形 も少しず

つ傾斜 して低 くなっています。

縄文時代の人々は竪穴住居 という半地下式の家 に

住んでいましたか ら、水はけが良 くて、住みやすい

場所を選んでムラをつ くっていたのでしよう。

坂北村東畑遺跡基本層序
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:119遺 跡に堆積 した土

はるか 5′ 000年 前 といつても、

東畑遺跡では地表下20～3 0cmで

遺構がみつかる。

201微地形と土層の堆積状況

遺跡の微地形と基本土層 /砂質に富む水はけの良い土地



縄文時代の人たちが遺跡 に残 した痕跡 を「遺構

(い こう)」 といいます。 また出土する土器や石器を

「遣物 (い ぶつ )」 とよびます。

発掘調査は地中にある遺構や遺物 をみつけて、そ

の情報をで きるだけ細かく記録する作業の繰 り返し

です。

東畑遺跡の調査の段階を写真でみてみましょう。

日1日 [

昔の川が運んだ土

(厚Ю5～ lm)

l①最初の調査面              .    麻績川

J②次の調査面

211東畑遺跡の地層模式図

一般 に地層は上にい くほど新 しく、下にいくほど古い

遺跡でみつかる遺構も同じことがいえる。

|||[

囲一　一維０・２ｍ＞
厚

こ,mi‐ 土器が埋まつていた。

縄文の人が埋めた土器を掘 り竜す。

〓

:29:火 を焚いた跡。

近 くでとれる砂岩を組んで炉にし

ていたんだ。

24丹念に遺構を探す。

炉の石が出てきたよ。

31 記録をする。

みつかった状態をて

いねいに記録する。

28敷石住居つていうんだ。

鍵穴のような形に石を並べた家の

跡だつたんだ。

日日11[

縄文時代の足跡を探す

調査の進め方と遺構のみつけ方

平らに削つていくと、石の難 り

がわかる。          マ

]|||

27土 をはがしていく。

縄文人との対話の瞬間。

22:重機による表土剥ぎ

土器のかけらが出てきたぞ。

瓦工1遺構や遺物をみつける。

ぼんやり浮かぶ黒い染みは穴の跡だ。

25 平 らな石はなんだろう。 百

田んぼの土のすぐ下に並んで理ゎ。

26 どこまで石はあるかな。 =

縄文時代の足跡を探す/調査の進め方と遺構のみつけ方

ΠIII
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当時の人々が掘つた穴の数々

調査 を進めてい くと、大小 の穴が た くさんみつか

りました。この大地を掘 りくぼめた穴の数々こそが、

縄文時代の人々が暮 らした足跡 (遺構)です。

穴 には大 き くて底が平 らな ものや、細 く深 い形、

また石を敷 き詰めてある例 もあ ります。その形状や

規模、穴 を埋 めていた上に含 まれ る遺物な どか ら、

半地下式の住居 、柱 を組んだ建物やお墓 と考 えられ

る穴や食べ物などを貯めておいた穴などに分類が可

能です。

分類 した穴 を細か く観察す ると東畑ムラの暮 らし

ぶ りがみえてきます。ここではその特徴 を種類 ご と

に紹介 します。

竪穴住居跡 (記号 0・ ・ SB、 SH)

おお むね 3～ 6m位の円形や楕円形で、底が平 ら

な穴 は、 当時の住居跡です。平 らな底の部分が床に

あた ります。床の真ん中あた りには煮炊 きをした炉

33 竪穴住居跡

丸く半地下に掘りくばめた住居跡。壁の近くにある穴に柱を

建てていた。

35 火を焚いた跡

石で組んだ炉。麻績川から拾つた石を使つている。

32 遺構の数

調査では住居跡をSB、 建物跡をST、 穴をSKと いった記号と

登録番号で管理する。

が あって、 周 りに は柱 を建 てた穴が み つか ります。

東畑遺 跡で は120軒 もの竪穴 住居 跡が みつ か りまし

た。 住居 跡 を埋 めてい る土か ら上器や 石器 もた くさ

ん 出土 します。 当時 も個1居 は生 活の 中心 ですか ら、

ここ には縄 文時代 の人たちの生 きた情報 が残 されて

い ます。その情報 を逃 さないように調査 を してい き

ます。

34 竪穴住居跡

東畑遺跡では重なり合つてみつかる ことも多い。

36 石で組んだ炉

砂岩の大きな石を四角に組んでいる。深さ3 9cm。 大きな炉

である。

遺構の種類 数 内   容 記  号

住居跡 竪穴住居跡、敷石住居跡など SB、  SH

建物跡 1 掘立柱建物跡

穴 (土坑) 740 お墓や貯蔵穴、大小の穴

その他 4 単独で出た土器など

みつかつた足跡とその性格 /当 時の人々が掘つた穴の数々



敷石 住居跡 (記号・・・ SB、 SH)

竪穴住居の床に平 らに石を敷 き詰 めてい る例が あ

ります。東畑 遺跡で も8軒 みつか りました。 これ を

敷石住居跡 とよび ます。縄文時代中期の終 わ りか ら

後期 中葉に中部地方か ら関東地方西部を中心に流行

した住居の種類です。当時、東畑 にも同 じ文化 をも

37 敷石住居跡 (縄 文時代後期初頭)

平らな砂岩や火山岩をきれいに並べている。

39 敷石住居跡 (縄文時代後期前葉)

石がない部分もある。柄鏡形を している。この住居の下から

縄文時代中期の住居 (SB0 60)が みつかつた。

った 人たちが暮 らしていま した。麻績 川周辺 に多 く

分布する砂 岩や泥岩ばか りではな く、角張 った硬 い

火山岩 も運 んできています。それ らを上手に組 み合

わせて床に敷 き詰 めています。なぜ石 を敷いたのか、

縄文時代の人々の考えや 目的はまだわか ってい ませ

ん。

38 炉の跡

四角い炉である。炉石もよく焼けている。

40 炉の跡

麻績川の石を丸く並べている。みえている土器は炉の一部と

して二次利用 している。

みつかつた足跡とその性格 /当 時の人々が掘つた穴の数々



掘立柱建物跡 (ST)

住居 の柱 を建 てた柱穴 とよく似 た穴が住居以外 の

場所 か らみつかることがあ ります。 この柱穴が長方

形に一定間隔で並んでいる場合 、そこにはそれぞれ

の柱 を組んで、高床や地面を床にした建物があ った

と考 えられています。 どん な上屋 を支えていたので

しょうか。

41 建物の跡

ピンが立 つている穴に柱を 4本建てていた。縄文時代 中期の

住居の上 に重な つている。

どこう

土坑 (SK)

42 大きな穴

深さも大きさも lmほ どもある穴。貯

蔵穴だろうか。

ST001建物跡実測図 (1:60)

一キ フ
「
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ST001建物跡は古い住居

ている。

(S3043)が 埋まつた後に建てられ

43 石が投げ込まれた穴

石皿や石を投げ込んでいる。右にあるのは磨製石斧。

小 さな穴(竪穴 )の 総称が土坑 です。東畑 では740個

も発見 されました。形 も大 きさもさまざまですか ら、

用途 もお墓であった り、貯蔵 穴であった り、建物 の

柱穴であった りと多種多様だったことで しょう。
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みつかつた足跡とその性格 /当時の人々が掘つた穴の数々



(夕1)

藉
平面図

住居を上から見た図

十
)Ⅲ

遺構に残 された情報を図化することで、調査に立

ち会えなかった人もその情報を共有できます。遺物

の実測図も写真ではわか らない情報 を盛 り込教 ま

す。

実測図面の見方

45 土器の実測図 (S=1:め

土器を真横から見た状態。右側にあるのは断面図。土器の

形状や模様を丹念に記録する。

46 石器の実預1図 (S〓 1:1)

小さな矢じりも、よくみると細かな調整を繰り返 している
ことがわかる。先人の緻密さに挑戦するごとく、ていねいに

観察する。

住居を埋めた土の様子

S3045

44 遺構の図面

掘 り出 した状態を細かく図面に表す。竪穴住居跡などの大

きさや形、深き、埋まつていく状態を記録する。

Ａ

＝

‐―‐

‐―‐

Ⅲ

ＩＩＩ

Ｖ

縄文時代とは・・・

長い氷河時代が終わると、世界各地で土器などの新しい道具がつ くられるようになりました。

今か ら15,000年 か ら13,000年前、気候が暖か くなって、海水面が上昇してきたため、これまで陸地の一

部であったところが島となって、現在のような日本列島がで きました。周囲の自然環境や動物、植物の種

類も変わりました。それとともに人類の新 しい生活がはじまりました。

そのころ、日本列島の人々がつ くった土器の表面には縄目のような模様がついているものが多いので、

その土器 を縄文土器 とよんでいます。ただ束畑遺跡のように棒や竹管、粘土紐で模様をつける例も多 くあ

ります。 (40～ 439~参照)

また本の実や、小形のけものや鳥、魚や貝などに恵 まれていたので、人々は採集や

狩りや漁によって多 くの食べ物を得ていました。そしてムラをつ くり、竪穴住居に住

んでいました。このように自然 と共生し、縄文土器を用いていたころの文化を縄文文

化、その時代を縄文時代とよんでいます。

今の ところ国内で最 も古い土器の年代は、約 15,000年前であるという研究成果が発

表されています。 また米づ くりが行われる弥生時代は2,800年前 には じまるといわれ

ていますから、縄文時代は12,000年 間も続いたということにな ります。(66,~参照)

この縄文時代の人々が日本人の原型と考えられ、その後、大陸か ら移 り住む人々と

混じりあって、長い年月の間に、共通の言葉や文化をもつ日本人ができてきたと考え

られています。

みつか つた足跡とその性格/実測図面の見方



縄文時代前期の住居

はじめて暮らした人々

調査 の結果、東畑 遺跡に人々が はじめて住居 をつ

くりは じめたの は、今か ら約6,000年前、縄文時代前

期後葉 であることがわか りま した。

住居 の時期 は、竪穴住居跡 か ら出土する土器の形

の変化 か ら判断 します。 (66・ 679~参照 )

未開の林 を切 り開いてきたのでし ようか。その こ

ろの人々は台地の内側 (北西寄 り)に寄 り添 うよう

に住居 を建て、ムラをつ くってい ます。

その ひとつ、SBo53住居跡をみてみ ると、形は楕

円形 をしていて、壁はほぼ垂 直です。床の南寄 りに

あ る炉 は少 し地面を掘 りくぼめ ただ けの「地床炉」

S B053住 居跡実測図

です。その部分が火を受 けて少 しだけ焼 けてい まし

た。

上屋 を支え る柱 の穴 は3ケ 所みつか っていて、炉

を3角 形 に囲んでいます (Pl,5,7)。 どれ も深 さ30c m

ほどで細 く深いのが特徴です。

また住居を覆う土 か ら、た くさんの土器片や石器

が 出 土 し ま した 。 そ の う ち、 復 元 さ れ た 土 器

(P0544)は 底 部が ない状態で高さ45.7cmも あ って、

この時期にはあま り例がない大 きさです。多 くの食

べ物を貯めていたのか もしれ ません。

炉

G H

4

5

1音 灰褐  小礫 と litll片 人 る。土質は2と 1可 じ。

lF灰 褐  粘性砂 11シ ル ト。炭片人 る。 llt477J少 。

暗灰褐  20～ 30cmの 平礫や一括土器多 it。 炭、焼土、11片 も多い

1音 灰褐  住ム|の 外月 に堆積。平礫余|め に投 棄。

暗灰褐  粘性強い砂 質 シル ト。小礫やや人 る。

2m

縄文時代前期の住居/は じめて暮らした人々



データ

住居番号

調  査

位  置

か た ち

大 き さ

壁の様子

床の様子

炉

ピット数

主な柱穴

出土土器

石  器

骨  片

この住居の位置 (縄文時代前期後葉 l)

SB053

記録保存

調査区の中央、台地の内側

楕円形

縦 5,36× よこ4.84m

ほぼ直立

地面をな らしている。

地床炉

7

Pl′ 5′ 7

26′ 5489

8′ 1759

31.19

肇響亀

住居が使われていた時期 :縄文時代前期後葉 1(古 )

(根 拠 :住居の形や出土した土器から)

47 遺物の出土状況

おびただ しい数の土器や石器、石が出土 した。

48復 元された土器

高さ45,7cmも ある大きな土器。器厚は 5 mmほ どと薄い。

0    (1:1600)   40m

P544

―

||::|―
1325    1314

‐

1293

1288

49 出土 した土器 50 アクセサリー類

上 :滑石製の管玉 (長さ1.4cm)。

下 :滑石の映状耳飾 (長さ1.7cm)。 よく磨かれている。

3546

C~S
製

斧

磨

石

3547

(S=1:1)

対象遺構記号番号
SB25     SB39
SB26     SB41
S32SB    SB44
SB29A,B  SB47
SB31     SB51
SB32     SB52
SB33     SB53
SB36

‐ ２９

Ａ
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己

Ｕ
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▲ む ム

縄文時代前期の住居/は じめて暮らした人々

石匙や磨製石斧がめだつ。右下 (3323)は 長さ17.3cm。



建て替えられた住居

SB029住居跡の トレンチ調査をしてい ると、 トレ

ンチの壁 に薄 くて堅 くしまった平 らな層 (下 図 :H
層 )が みつ か りま した。 さ らにその下 には地面 を平

らに した床が出てきました。まず 堅い 11層 上 を掘 り

広げ ると、凹凸 はある ものの、平 らな面が 出てきま

す。 また真ん中 には炉 もみつか りました。そ して下

にはもう1軒 、地面を床に した住居がみつか りまし

SB029住居跡実測図 (1 1 :120)

た。 どうやら一度埋めた住居の土に床 を貼って、暮

らしていたようです。

出土 した土 器 を比 べて み る と、新 しい住 居

(SB029 A)も 古 い家(SB029B)も 同 じ種類で、時期差

はあ りません。このように同心円状に住居 を建て替

えることが縄文時代にはあったようです。

SB029A

l ll灰

1.」t栓

3 1(褐

4 灰褐

5

6

7 暗褐

2rn

8 晴灰褐  ‖性、締 り良 し.小礫や 50 cmの 14礫 、炭人 る

蔽き床

―
――
川
ヽ
半
―

SB029B

SB029A(新 しい住 居 )
上

ち
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ち
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つ

＝
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S3029B(古 い住居)

小礫あ り。 現 4:の 〃F作 上など

9 ‖

`」

i褐  小礫 入るが均質。住
'よ

i lllに ll獄 。

10晴 灰褐  砂 質 シル ト。均質。

11晴 11灰  17rし ぃ住居 の出 り床.砂 質‖iL。

121音 褐   砂 [1シ ル トJ均 質 .

新 しい住居の世 L

新 しい住 ,ュ Iの 床

iい イに居のlt上

ヽ
（トレンチ）　
　
．仏

町
∩
繹
ぃノ

貼
床

尺
ル
ト
）

//~へ

縄文時代前期の住居/建て替えられた住居

]



データ

住居番号

位  置

S3029A (

か た ち

大 き さ

壁

炉

主な柱穴

覆  土

S3029B (

か た ち

大 き さ

壁

柱  穴

SB029A・ B 調 査 :記録保存

調査区の北寄 り、SB028の 東隣。

上にある新 しい住居)

楕円形 ?

縦 (6.00)× よこ5.80m

不明   床 :古 い住居の覆土に床土を貼る。

地床炉

41固

小さな石や5 0cmも ある大きな石が入る。

下にある古い住居)

楕円形

縦 4.60× よこ4.52m

直立 床 :地面をならしている。 炉 :地床炉

4f固    覆 土 :均質な砂質土。

この住居の位置 (縄文時代前期後葉 1)

52 上の住居の状況

部分的に貼つた床をみつけた。大きな石も出土している。

tt

3541

541出 土した石器

3545は 大形の磨製石斧 (長 さ14.l cm)。 木を切 り倒す道具で

ある。

土器 (A・ B)i3′6509 石器 :1′ 7419  骨 片 :な し

住居が使われていた時期 :縄文時代前期後葉 |(新・古 )

(根拠 :住居の形や出土した土器から)

,31出 土した土器

土器はかけらが多い。上下の家で土器の時期差はない。

右上 (606)は縦 10.8cm。

▲
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ニ
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７ ２９

Ａ

３５３９

１

７ ２７

0    (1:1600)   40m

.  4 =」 l. ・  :
:■  'I :

54 堆積の状況

下の家を埋めた土に床を貼つている。

3545

縄文時代前期の住居/建て替えられた住居



だ

同じ場所に重なる住居

SB 028住 居跡 もほぼ 同心 円状に2軒 の住 居が重 な

ってい ま した。上 の住居 の床層 (貼 り床
*)は

、 と

て も薄 く不安定 だったので、「 も しか した ら床 では

ないのかな ?」 と少々 自信な く調査を進めま した。

しか しその床面に小さな石 囲炉がみつか って、間

違いな く住居跡であることが わか りました。

次に下の住 居跡を掘 り広げ ると、床に地床炉 がみ

つ か りま した。 また柱の配置 も上 の住居 は6本柱、

S3028住居跡実測図 (1 1 :120)

褐     砂 ,1シ ル ト,炭
'1わ

ずか人る

lr褐      砂 ,1シ ル ト.砂傑やや人る :

10～ 20cmの 1[円 礫入る.

ItJ      Iよ り砂傑多い
=

にぶい」t褐   砂質シル ト=3よ りI“ い。

lF褐      砂礫少ない.

下の住居は4本柱 と違いがある ことがわか りました。

下の住居の時期は、住居 の特徴 と土器 か ら前期 後

葉であ ることがわか りました。

上の住居は覆土が 薄 く、ほとんど土器が出土 して

い ませ んが 、石 囲炉 と6本 柱の配置 とい う特徴を他

の住居 と比べてみ ると、 中期 中葉にあては まる可能

性が高 くな りました。

東畑 のように、長 く続いたムラで は同じ場所に数

百年後 に再び住居が建てられ ることがあ ります。

新 しい住 居 の炉

G・

P

口
|

一 0       (1:30)

」

０

一

Ｎ

一

Ｒ

Ｍ
一

Ｌ

一

Ｒ

Ｋ
一

１

一

Ｒ

Ｉ
一

午
〕

Ｉ

Ｑ

ｌ

ｇ

可

―

211 lnl

SB028A(新 しいイ11居 )

SB028A(古 い住居)

縄文時代前期の住居/同 じ場所に重なる住居



データ

住居番号

位  置

SB028A (

か た ち

大 き さ

壁

床

主な柱穴

覆  土

時  期

S3028A・ B 調 査 :記録保存。

調査区の北寄 り、SB029の西隣。

上にある新 しい住居)

ほぼ円形

縦 (5.44)× よこ(5.40)m

ゆるい傾斜

古い住居の覆土に床土を貼る。 炉 :石 囲炉

6イ固

砂質のシル トで炭片が入る。

縄文時代中期中葉 Ⅲ～ IV

この住居の位置 (縄文時代前期後葉 l)

⑩ 上の住居の状況

小さな石で組んだ炉。麻績川の石だろう。

下の住居の土器。縄文時代前期後葉の土器のかけらである。

右上

“

25)は縦 85cm。

SB029B(下 にある古い住居)

か た ち :ほ ぼ円形 大きさ :縦 (7.20)文 よこ(6.40)m

壁  :ゆるい傾斜 床 :地面をな らしている。

炉  :地床炉 柱穴 :4個 覆 土 :部分的に石が混 じる。

土器 (A・ B):5,2069 石 器 :8′ 7359 骨 片 :な し

住居が使われていた時期 :縄文時代前期後葉 |(新・古 )

(根 拠 :住居の形や出上した土器から)

■
６２７

対象辿柑記号番号
S325     SB39
S326     SB41

:::3R,3  :::;
SB31     SB51
SB32     SBFD2
SB33     S353
SB36

:口野上の住居の状況

石囲炉とわずかに貼り床が残つている。

1覇購)下 の住居の状況

炉はわずかに地面を掘りくばめただけである。

縄文時代前期の住居/同 じ場所に重なる住居



縄文時代中期の住居

炉に土器を使う

東畑遺跡に縄文時代の人々が暮 らした1,500年 間に

は、住居 の形ばか りで はな く、炉の形 も変 わってい

きます。前期 までは地床炉 がほとん どで したが、中

期になると炉に土器を再利用 しています。

煮炊 きに使 っていた土器の胴部を きれい に割って

住居 の床の真ん中 に埋めます。 この ような炉 を「埋

甕炉」 とよびます。 よくみると土器の縁が火を受け

SB045住居跡実測図 (1 1:1201

トレンチ

て変色 した り、剥が れていた りしていますが、 それ

ほど強 い火を受けている痕跡 はあ りませ ん。

埋め られた土器には、 囲炉裏のように灰 が入れ ら

れて、その上 でお きびが赤 く燃えていたので しょう。

埋甕炉は次 第に石囲炉へ 、つ ぎに石組炉へ と移 り

変わっていきます。

(1160) 2m

恥一一Ｆ
　

Ｐ・［一Ｖ

1   lI褐  ‖1性 強い砂 11シ ル ト。

骨片、土器片、石片多 11。

2   黒褐  砂 賛 ンル ト,炭やや入 る。

Ｒ

Ｇ Ｈ
一

マ

　

　

Ｐ６
Ｋ

Pl.21 ‖r褐

P122
P31   1`褐

P32

P41

P42

砂 質シル ト。

1よ り暗い。

数cmの 礫含 む。 しまりよし。

P31よ りしまり弱。

P32と 似る。

P41よ り月るい。

■色プロックあ り。

10cm it後 の礫。 1よ りも粘性あ り。

P61

P62

褐

褐

+プ

疇
◎

、
¨

炉

　

Ｍ．

59 炉の状態

胴の下半部を壊 した土器を炉 に転

用している。

60 炉体土器

北陸地方の影響を受けた土器であ

る。高さ 13 9cm。

●N

lm

6● 炉と土器

渦巻き文が特徴の土器。底が抜けた状態で出土し

た。

礼…愕
鍵鰊 ∝̈
u    (10014)

Ъ趙
η

l・

cヴ

'.-.

'"-off

P010

縄文時代中期の住居ノ炉に土器を使



データ

住居番号

位  置

か た ち

壁の様子

炉

入 口 部

覆  土

土  器

石  器

SB045 調 査 :記録保存・盛土保存

調査区の中央。やや南寄り。

楕円形 大きさ :縦 3.94× よこ3,78m

直立気味 床の様子 :全体に平 らで堅い。

埋甕炉 柱  穴 :4個

小さな穴がある。梯子をかけた穴か ?

上～中層に土器片や石片、骨片が多量に入る。

炉のす ぐ上から底の抜けた深鉢出土。

27′ 576g

この住居の位置 (縄文時代中期中葉 l)

63~住居跡の完掘状況

こじんまりとした住居。4本の細くて深い柱穴がある。

30309   骨  片 :373.29

住居が使われていた時期 :縄文時代中期

中葉 |

(根 拠 :住居の形や出土した土器から)

主な過物 :北 陸地方の影響を強 く受けて

いる土器がまとまつて出土している。

α歩土器の出土状況

床より少 し高いところから土器がまとまつて出土した。

164 出土した動物の骨

住居を埋める土からは動物の焼

けた骨片が出土 した。

166 浅鉢形土器

食べ物を盛 り付けた土器。口縁

部に細かな模様がある。

高さ 13.7cm。

● ●
1028       1o46

σ l出 土 した石器

▲
０

‐３
」
▼

‐５

‐

‐０３４
・

‐２５

▲
■

‐０３

‐―
，
‐‐４

Ａ

‐‐４

Ａ

‐‐６

島

1116

● ●
1136

小形の石鏃 (1148ほ か)や磨製石斧 (1151、 長さ19.3 cm)、

打製石斧 (1169)な ど石器も豊富である。

651深鉢形土器

これも北陸地方 の影

響を受けた土器である。

高さ22.5cm。

対象遺構記号番号
SB14
SB45
SBl10
SBlll

縄文時代中期の住居/炉に土器を使う



ひとつの住居、その始まりから終わ り

地面 を掘 って住居をつ くり、生活する。住居 を離

れる とき、柱 を抜いて解体する。柱の穴には、今 ま

で煮炊 きに使 つていた土器 を納 める。床や炉が土に

埋 もれる頃、土器 や石器、石を放 り込む。調査 か ら

わか る、住居 に関わる人々の行動。 そこには夜露 を

しの ぐだけの場所ではない、住居 の存在が教えて く

る。

60石 囲炉

小形の川原石を四角

く組んでいる。

69 遺物の出土状況

足の踏み場もないくらい土器や石が出土した。

70 再会した土器

人体文だけが別の住居から出土した。偶然なのか。何か意味

があるのだろうか。高さ29.2cm。

冒響
'2 

出土した土器

さまざまな模様や形の土器がまとまつて出土 した。中央上の

土器は高さ248cm8
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UVk/~ ＲＱＲ荊）圏日〕̈

711遺構間接合"の 状況

少し離れたS3005住居から出土した人体文のかけらが接合した。

SB095住居跡実測図

PI           Pセ

G   H   l     J

卜扁 U
O      (1160)

この住居の位置 (縄文時代中期中葉Ⅳ～V)

縄文時代中期の住居/ひ とつの住居、その始 まりから終わり



73 家族のだん らん

75 柱穴の調査

入口に近いビット6を半分に掘ると、完全な形の土器が顔 を

出した。

74 柱穴を探す

床面をきれいに して柱穴の跡を探す。真ん中が炉.

亀

76  家 の解 体 (柱 を抜 く)

78 土器の 出土状態 (ビ ット6)

完全な形ではな く、底だけが抜かれていた。

二謬.

T二
‐i`■■■|

(―
―~「  | _メ|

迦雌
:´~~"

77 柱穴に土器 を納める

どんな思いがあるのだろうか。

79 家を覆 う土 と遺物の状態

住居が埋 まつていく途中で、石や土器が棄てられたよ うであ

る。

80 廃屋へ土器 を投げ込む

完全な形の土器もかけらも、大きな石も一緒に投 げ込んでい

る。

ふ
| |

縄文時代中期の住居 /ひ とつ の住居、その始 まりから終 わ り



住居の床に土器を埋める

前期 後葉の頃、人々は屋外 の穴に底 を抜いた土器

を埋めてい ます (349~)。 中期中葉になる と、住 居内

に炉 として土器を埋めるようにな ります (26)~)。

炉が石囲炉に変わる頃、人々は柱を抜いた穴に底

を抜いた土器を埋めたり、入口近くの床に土器を埋

めたりするようになります (28・ 29。 72,~)。

中期後葉になると、住居入口部の床に大きな土器

を埋めるようになります。これを「埋甕」とよびま

す。底が割り取 られた、ひとかかえもある土器をま

S B004住 居跡実測図 (1:60)       。

l llr貴 褐  覆土。粘性、締 り良 し。均 質。

2 暗褐   炉内。 L器 片やや人 る。炭少。

3 Hご褐   2よ り砂質増す。

4 11褐    基盤のV層 の流れ込み。

5 1F赤 褐  Ⅳ・ VI"の 流れ込み。

6 1=褐   理州をJEl設するときの上。Ⅳ V tt iLぜ る。

7 ■4・

lj   床 ドのⅣ‐2 Fu‐ 相当。

っす ぐ埋める例や少し斜めに埋めたりす ることがあ

ります。また、逆さまに埋 める例、二つの土器 を重

ねて逆 さまに埋める例もなられます。

埋発の 目的は明 らかになっていません。 しかし、

水を入れて煮炊きに使った土器の底を抜 き、その機

能を停止させてか ら、わざわざ穴を掘って、壊れな

いように埋 めるという行動の背景 には、当時の精神

的な考えが深 く関わっていたと考えてよいで しょ

う。

∂
。埋霊 @

(1:60) 2m

データ

住居番号

位 置

かたち

検 出

床

柱 穴

覆 土

土 器

:SB004 調 査 :記録保存

調査区の東側。麻績り寄り。

不明。大きさ :縦(4.80)× よこ(480)m

炉石と埋甕を検出。住居の掘り込みは後世の耕作で、

削られている。

不明。炉 :石組炉

不明 入口部 :石蓋を した土器を重ねた埋甕あ り。

埋甕内の上部は空洞。下部の土も埋設後の流れ込み

と考えられる。

薄 く不明瞭。

11′5919石 器 :3′682g骨 片 :1,09

〔運〕 炉と埋甕

炉の南側に埋甕がある。住居の入口にあたる。

住居が使われていた時期 :縄文時代中期後葉IV(古 )

(根拠 :埋甕の時期から)

縄文時代中期の住居/住居の床に土器を埋める



1短酢埋甕の上の石蓋

平らな川原石がみつかった。

⑩ .埋甕の取り上げ

土器を壊さないように1真重な作業が続く。

この住居の位置 (縄文時代中期後葉iV)

0   (1:1600)  40m

[節1埋甕と石蓋

左の土器は犀川流域の土器。高さ35.5cm。 右の土器は千曲川

流域の土乳

対象遺不薔記号番号
SB4      SB93
S315     S‐ 397
SB5S     S3101
SB59  SH4(上 )

SB65    SK125
SE71     SK177
SB74    SX2
SB77

、騒れ,石蓋を取り除いた状態
ぽつかりと土器が顔を出した。4,000年間空洞だつた。

理針埋甕の状況

石蓋の下にひつくり返した土器を二つ重ねていた。

縄文時代中期の住居 /住居の床に土器を埋める



縄文時代後期の住居

石を並べた住居

後期 になる と、人々は住居 の床に平 らな石 を敷 き

詰 めます。 この敷石住居跡 は10軒 みつか りました。

東畑 では耕作土のす ぐ下に敷石が 出土 しますが、 も

ともとは竪穴住居の床に石を敷いています。

石の並び方 は柄鏡 のような形 をしています。柄の

部分が入口 にあた り、鏡の部分が住居空 間にあた り

ます。

S B011住 居跡実測図 (1 1:60)    、 ＝

―

①
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87 埋甕に入れられた石器

どちらもつ くりかけの矢 じ

りである。

(上 :チャー ト製、下 :頁岩製)

88 埋甕の出土状態

土器は斜めに傾けて埋めら

れていた。

1 暗 lt掲  現代水口の床上.吸 石直 L.

2 ‖音褐   粘性あ り、締 り良 し.均 賃 t

傑、炭ややイ「 り,

2)‖ よ り砂質11す 。

粘性のあ るシル ト.サ里光 を

川1士す るときの [し ,

(160)      2m
c                                           D

3 1キ 褐

サ11`111

1#褐

ln]

(S=1 :8)

89 埋甕

アルフアベットの「」」のような模様が連続 している。

SB011住 居跡で は入口部 と石組炉 の間 に埋 甕がみ

つか りました。炉には麻績 川沿い にみ られ る砂岩が

使われてい ますが、角ば ってすべすべ した安山岩の

平石 も使われてい ます。 どこか ら運 んできたので し

ょうか。

敷石住居はそれまでの竪穴住居 と異質な感 じです

が、基本的には普段暮 らす生活空間だったようです。

蛉

錮

ｍ
／

／

縄文時代後期の住居/石を並べた住居



データ

住居番号

位 置

かたち

大きさ

検 出

埋 甕

土 器

:SB011 調 査 :記録保存

調査区の東側。麻績り寄り。

柄鏡形。

縦 (5.92)× よこ(368)m

炉石と敷石を検出。掘 り込みは後世の耕作で、削ら

れている。 炉 :石組炉  柱 穴 :不 明

入口部と主体部の連結部にあ り。斜位。内部から石

鏃2点 出土。 覆 土 :薄 く不明瞭。

18′4789石 器 :8′0139骨 片 :4.69

この住居の位置 (縄文時代後期初頭)

911 敷石の石材

平らな砂岩や火山岩などをていねいに並べている。

93 小形の土器

高さ 11.Ocm。 小さいが丹精につくられている。

住居が使われていた時期 :縄文時代後期初頭

(根拠 :埋甕の時期から)

90 敷石の検出状況

入口が大きく張 り出 しているのが特徴である。

92 住居の様子

真ん中に砂岩でつくつた炉がある。手前に埋甕がみえる。

P259

縄文時代後期の住居/石を並べた住居



と こ う

竪穴住居 とと もに、縄文 時代の人 々が定住 してい

た証拠 に、ムラの 中に掘 られ た多 くの穴 があ ります。

また竪 穴住居 も広 い意味では、大 きな穴です。

大小 さまざまな穴すべ ての用途 を解明 す ることは

大 変難 しい ことです 。出土す る土器 も少ないた め、

それが 掘 られた時 期 もとらえ に くいのが 現状です 。

調査 ではそれ ぞれの穴 の堆積状 況 を観 察 し、形 を

実測 した り、 写真 に収めた りしてい ます。

ここでは底の ない上器 が出上 した、 とて も特徴的

な穴 を紹介 します 。貯蔵 を目的に した可能性が高い

SK021と は、違 う 目的が あった のでは ないで しよう

か 。

95 鉢が出土 した穴 (S K178)

底がない鉢形土器がひつくり返 しに出土 した。

(縄文時代前期後葉)

94 大きくて深い穴 (S K021)

深さ80cm。 大きな石や土器片が出土 した。

(縄文時代前期後葉 )

96 深鉢が出土 した穴 (S K177)

この穴は楕円形の穴になつた。 (縄文時代中期後葉 )

98  S K069の 土器

この土器 も底がない。 (縄文時代前期後葉)

97  穴の調査  (S K069)

穴の真ん中に土器が横たわ つている。

P577

さまざまな穴



田んぼの土を取 り除いていると、大 きな土器が み

つか りました。最初 は埋聖か と思いま したが、よく

み るとひっ くり返 しに埋 められた鉢形土器 で した。

底部は田んぼの造成で壊 されていました。

調査 を進 める と土器は、長さ1.32m程の楕円形を

した穴 に入れ られていることがわか りま した。

この鉢形土器が使われていた後期前葉 には、亡 く

なった人をお墓に埋葬する際、顔に土器を被せる風

習が あったこ とがわか っています。東畑 ムラの例 も

その ようなお葬式の一例なので しょう。明科 町北村

遺跡 では当時 の墓地が みつかっています。お墓 をつ

くる行為は、当時の人々の精神性の高 さを示 してい

ます。

100 SK176の 完掘状態

鉢形土器の底部は耕作で削られていた。当時は完形であつた

だろう。

SK176土坑実測図 (1:30)  m

l 灰褐 +lt褐 砂質 シル ト.粘性 JJ。 締 り良 し,'I状 て

当時のお墓がみつかつた

99 出土 した土器

左は鉢形土器 (逆 さまのまま)。 右は小形の深鉢形土器 であ

る。右高さ11 9cm。

101 葬送の様子

横たえた遺体の顔に土器を被せ、

る。

足元に小さな土器を手向け
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103明科町北村遺跡の埋葬人骨 (SH1215)

膝を折 り曲げて手を組んでいる。顔には鉢

をかぶされて葬 られている。比較的若い男性

と同定されている。 (縄文時代後期 )

下
↑
―
ｌ
　
ｏ
月
卜
】
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‐―
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―ヽ′立

さまざまな穴 /当時のお墓がみつかった

102 SK176と 出土土器実測図  1



「縄文土器」という道具

たくさんみつかつた土器

縄文時代の最 も代表的 な遣物は土器です。東畑 遺

跡では1,310,507g(約 1.3t)も 出土 しました。

その大半は煮炊きに使用されていた深鉢形土器で

す。用途は「お鍋」と同 じでも、その表面に施 され

た模様 は複雑であ り、とても繊細です。

その模様や形は、時代 ごと、地域 ごとに変化 して

いますので、縄文時代を探 る時の物差しとして、重

要な役割を果たしてくれます。

P134

104焼成粘土塊

土器をつ くつたときの粘土か。焼かれてい

る。左長さ74cm。

|||口 :1

た くさんの土器 と一緒に出土した。

SB061出土。(縄文時代中期中葉)

406.土器の接合作業

扇形に土器を並べてみる。底以外はす

べてみつかつた。

1071復 元された土器

胴部に大胆な模様がついた深鉢

形土器。高さ28.8cm。

10Ы 土器の出土状態

408)縄文時代中期中葉の土器

鍋に使われた深鉢以外にも大小さまざまな土器がつくられている。右上高さ67.2cm。

「縄文土器」という道具/た くさんみつかつた土器



P378

109釣手形土器

浅い鉢に釣手をつけている。内外面がすすけている。灯りを

とも した土器。高さ 19.3cm。 (縄文時代中期後葉 )

111 浅鉢形土器

国の周りに粘土紐で模様を巡らせている。高さ 12.5cm。

(縄文時代中期中葉 )

114鉢形土器

上からみると四角で底部

は円形。四方の把手が大き

く張 り出 している。胴部の

一箇所に穴が開けられてい

る。何かを注いだのだろう

か。 (縄文時代後期前葉)

11,鉢 形土器実測図

左側の把手の下に穴があけられている。高さ20,Ocm。

(縄文時代後期前葉 )

いろいろな形の土器

靱
† 6)0 ◎

1lo釣 手形土器実測図

112台 付土器

小ぶ りな土器である。

高さ9,Ocm。

痒

(S=1:8)

113‐ 台付土器実測図

台には○と◇の透かし孔が

1対 ずつ開いている。

尚 0進鳳D&
P286

1lo注 口土器実測図

P571

(S=1:8)

117注目土器

まるで急須のような形を している。大きさもさまざま。中央

上は高さ 11.Ocm。 (縄文時代後期前葉)

P316

「縄文土器」という道具/い ろいろな形の土器



縄文のお鍋、深鉢形土器

P005

11‐8前期後葉の土器

朝顔のように大きく開く器形。口縁

には丸いボタン状の粘土が貼り付けて

ある。高さ33.l cm。

P070

12‐2中期中葉の土器

胴部全体にさまざまな模様を組み合

わせている。高さ 19.4cm。

P458

125中期後葉の土器

大きな把手が4つ付 くのが特徴であ

る。高さ29 4cm。

P041

119中期初頭の土器

シンプルな形を している。棒状の工

具で何本 も線を描いている。

局さ 24.Ocm。

P019

123中期中葉の土器

激 しい川の流れのような模様。千曲

川の上流に多い土器である。

高さ24 8cm。

126中期後葉の土器

胴が張つたスタイル。粘土紐に刻み

を入れたり、器面にウロコのように連

続した模様を描 く。高さ43.6cm。

P048

120中期中葉の土器

口縁の模様は蛇に良

く似ている。

高さ14.6cm。

P076

121 中期中葉の土器

寸胴な縄文を施 した

土器。高さ34 8cm。

124中期中葉の土器

口縁部が緩やかに膨 らんでいる。

房状突起 とよばれる。高さ43.5cm。

P457

127中 期後葉の上器

バケツのよ うに寸胴なスタイル。 口

辺部の渦巻きが特徴。犀川流域の土器。

高さ 35.Ocm。

「縄文土器」という道具/縄文のお鍋、深鉢形土器



ゆうこうつばつき ど き

バラバ ラに割 れて、 139イ固に分かれていた土器 片

が、高さ67.2cmも ある土器に復元 されま した。有孔

鍔付土器 とよばれるこの土器は、平 らな口縁の下に

一周する鍔状 の帯に沿 って、多数 の小孔が あけられ

ていて、内外面は赤 く塗 られていました。また外面

には円文が描かれ、胴部には人の顔のような不思議

な模様があります。 これまでに太鼓説、お酒つくり

の壺説と、その用途には諸説あります。しか しまだ

謎だらけの土器です。

12'出土状況 (S B061住 居跡)

たくさんの土器と一緒に割れて出土した。

13'出土状況 (S=¬ :10)

赤い部分に赤色塗彩が残つていた。

134展 開写真

粘土紐を巧みに使つて模様を連続させている。

有孔鍔付土器つて何だろう

128全体写真

底部は比較的小さ

い。胴部中央に顔の

ような模 様がある。

高さ67 2cm。

:430'円 文の状況

描かれた円文が浮

かび上がってきた。

i31赤色塗彩 (外部)

赤の原料はベンガラだろう

か。鮮やかである。

P075

13'付着物のある土器

同じ住居から出土。内面底

にウルシのような黒色の付着

物がある。高さ12,7cm。

,32赤色塗彩 (内部)

この一片だけが赤かつた。

洗い落ちているが内部にも色

を塗つていたのだろう。

とてもよく似ている。穴に

埋められて出土 した。

「縄文土器」という道具/有孔鍔付土器つて何だろう



連続する模様

137中期中葉の土器 (S B045出 土)

胴部に渦巻きと四角いパネルのような模様が連続する。北陸地方の影響を受けた土器。高さ22.5cmc

138中期中葉の土器 (SB045出 土)

口縁部に北陸地方、胴部に千曲川流域の土器の特徴がみ られる。東畑遺跡の地域圏を考えさせられる土器。高さ32 6cm。

13'中期中葉の土器 (S B045出 土)

4分割された胴部に 2種類の渦巻き文が交互に連続する。高さ29.6cm。

140中期中葉の土器 (S B01 2出 土)

胴部に指おさえの痕をあえて残す。粘土紐が縦横に連結する。千曲り|1流域の土器と考えられる。高さ26.8cm。

「縄文土器」という道具/連続する模様

だ。高さ 29.2cm。



142中期中葉の土器 (SB095出 土)

凹凸の線を巧みに組み合わせて曲線を描く。よくみると同じ模様が 2回 繰り返される。計算された構成。

高さ 19.9cm。

土器を横に開いてみる

残J生轟*と ょばれる。

143 中期中葉の土器 (SB095出 土)

SB95の 穴に埋められていた土器。「S」 字状の曲隆線を中心 として、大きく模様を展開する。焼町土器。高さ32.6cm。

ζ

潮

ノ

ヽ

か

144中期中葉の土器

まるで人のような、

(S B065出 土)

「X」 字形の把手が付 く。これも焼町土器のイ中間である。高さ 11.7cm。

145中期後葉の土器 (S B004埋 甕)

口縁部が関東地方、胴部の大きな渦巻きが東北地方の土器に似ている。口縁部は 4回、胴部は3回模様を繰 り返す。高さ26.4cm。

146中期後葉の土器 (SB011埋 甕)

胴部に「」」字文が4回繰 り返されている。縄文を磨 り消してコントラス トを付けている。高さ28.4cm。

「縄文土器」という道具/土器を横に開いてみる



さまざまな模様

147 深鉢の胴音F (P0005)

細い棒で矢羽根のような模様を丹念に描き込

んでいる。 (縄文時代前期 )

14,深鉢の口縁部 (P0338)

ソーメン程の細い粘土紐の上を、半分に した

竹管の内部でチクチクと模様をつける。

151深鉢の胴部 (P0013)

2本の粘土紐を撚って貼り付けている。

(縄文時代中期中葉 )

153鉢 の胴部 (P0020)

半分に割つた竹管の内側の曲線を利用してい

(縄文時代中期中葉 )

148深鉢の口縁部 (P1631)

棒で描いた模様の上に丸や細長い粘土を貼り

付ける。 (縄文時代前期 )

粘土を貼り付けた渦巻文、空間には竹管で丸

い模様をつける。    (縄 文時代中期中葉 )

152‐ 深鉢の胴部 (P0303)

指で器面を整形 した痕を残す。

(縄文時代中期中葉 )

154 深鉢の月同音F (P0433)

竹管状工具を使つた複雑な文様。

(縄文時代中期中葉 )る 。

150深鉢の胴部 (P0001)

(縄文時代前期 )

「縄文土器」という道具/さまざまな模様



細やかな表現と施文技術

1霞夢1釣手土器の回縁部 (P0378)

土器の縁に粘土を厚 く盛り付けている。

(縄文時代中期後葉 )

廼甦.深鉢の胴部 (P0434)

縦に貼り付けた粘土組の上に刻みを入れる。

(縄文時代中期後葉 )

嘔動,鉢の胴部 (P0572)

縄文を磨り消して模様にコントラス トを付け

(縄文時代後期前葉 )

嘔■‐深鉢の胴部 (P0285)

器面を木のヘラで削つて整形している。

(縄文時代後期前葉 )

詈勢深鉢の胴部 (P0004)

粘土紐の渦巻き文と棒で描いた線の連続。

(縄文時代中期後葉 )

⑩ 深鉢の胴部 (P0006)

棒で描いた模様の中に縄文を転がす。

(縄文時代後期初頭 )

0'深 鉢の底部 (P0108)

土器をつくるときに敷いた木の葉の痕がつい

ている。 (縄文時代中期中葉 )

土器をつくるときに敷いた編み物「網代 (あ

じろ)」 の痕が残る。  (縄 文時代後期前葉)

る 。

(|||‖

112‐ 鉢の底部 (P0578)

「縄文土器コ という道具 /細やかな表現と施文技術



東畑ムラの土器たち

時がたち、うつりかわる

163縄文時代中期中葉の土器

土器のひとつひとつに強いイ固性がある。生産地の特徴が、かたちや模様にはつきりと残されている。東畑ムラには各地から土器が
運ばれてきた。

164縄文時代中期後葉から後期前葉の土器

かたちのよく似た土器が多くなる。煮炊きにつかう底の深い土器は大きさも共通性がある。犀り流域の土器と千曲川流域の土器が
混ざ り合う。

東畑ムラの土器たち /時がたち、うつりかわる



SB95号 住居跡から出上 した土器の “おこげ"の

ような付着物 と、床面上 に残 っていた炭化材の年

代を測 りました。その方法は、炭素14(HC)と い

う、時間経過とともに減 つていく性質をもつ物質

の量をはかることで、何年前のものかを決める方

法で、「炭素14年代測定法」とよばれます。 まず、国

立歴史民俗博物館の年代測定資料実験室で、汚染

を除去するために化学的に洗浄 し、測定するため

に形 を調製 しました。加速器質量分析計によるHC

浪I定 は、東京大学原子力研究総合センターのタン

デム加速器施設 (MALT、 機関番号MTC)で 行い

ました。

年代データの口C BPと いう表示は、西暦 1950年 を

基点にして計算 したHC年 代 (モ デル年代)で 、加

速器で測定した'3c′
2c比 によ り、uc/PC比 に対する

同位体効果 を調べ補正した“C/12c比 から、コC年代

値が得 られ ます。ただし、 これは放射性炭素の比

率から計算 される炭素濃度で、実際には年代では

あ りません。本当の年代 を推定するために、実際

の年代がわかっている木の年輪 を調べた結果に対

比 させ ます。 この年輪年代 と炭素年代の対比のデ

ーターベースは、較正曲線INTC AL98と して公開

されています。 これを「炭素年代を較正する」と

表現してお り、結果は較正年代とよび、較正され

た西暦 cal BCと いう書き方をします。

分析 レポー ト1

土器付着物や炭化材から年代を測る

今回の測定は、同一住居出上の床面上出土炭化

材 と、覆土中の復元可能土器に付着 していた “お

こげ"の 測定で、おおよそ誤差範囲内で一致した

結果を得ることがで きました。両者の較正年代の

確率が、高い確率密度で重なる紀元前3100-2915

年の時間幅の中に含 まれる可能性が最も高いとい

え、縄文中期中葉か ら後葉の、勝坂 3式
中
か ら加曽

利 E*。 曽利
*成

立期の年代 として とらえられます。

焼町土器の年代を測定した例 として、貴重な測定

例 とな りました。 (詳細は DIS⊂ -1参照)

【国立歴史民俗博物館平成16年度基盤研究「高精度

年代測定法の活用による歴史資料の総合的研究」

(代表 今村峯雄)の成果による】

小林謙一。・ 坂本 稔。・尾寄大真。・新免歳靖・・

松崎浩之2)

1)国立歴史民俗博物館

2)東京大学原子力研究総合センター・タンデム加

速器研究部門

165測 定前の試料処理

汚れ を落と し試料 を整 え

る。 (国立歴史民俗博物館

年代測定試料実験室 )

試料番号

16`測 定した土器

測定の結果、今から5′ 100

年～4′900年程前に使われた

土器であることがわかつた。

δ ttC%。

測定機関番号 (加 速器)(

167付着炭化物 (土器の内側 )

土器で煮た食べ物の
〃
おこげ

″
から

年代がわかる。

HC BP   
暦年較正cJ BC(2σ )

補正値)      (%)ま 確率密度

168付着炭化物の拡大写真

耳かき 1杯 くらいの量の炭化物から

測定する。

P0002$95ピット6内 出土土器  NNMS 3 MTC‐ 05221 ‐30.44 385   ±40 3255‐ 3240          1.6%

3100‐ 2900       93.4・/4

SB95床上出土炭化材      NNMS C4 MTC‐ 05222 ‐29.9 4425    」=45 3330‐3215        22.8%
3185‐3155         46%
3120‐2915         7.8%

試料のなまえと出土したところ 機関のNo り
解

・ oのよヒを
年代で表記

実年代の推定(西暦表記)

とその確立

レポー ト1/土器付着物や炭化材から年代を測る



分析 レポー ト2

土器の粘土から産地を探る

東畑遺跡出土縄文土器の胎土分析

東畑遺跡より出土した縄文土器について胎土粉析

を行いました。今回は、主に胎土中の粘土の分類を

行うことで、粘土採取地を検討 (原産地推定)す る

ための基礎データを得ることを第一の目的 としまし

た。

1.分析資料 (試料)

分析 に用いた資料をP番号 (本報告における土器

の個体番号)を 用いて表1に示 しました。分析資料

は計55点 。この うち52点 は縄文土器、 1点 (P134)

は焼成粘土塊、 2点 は遺跡内や遺跡周辺か ら採取 し

た粘土 (粘±1,2)で す。分析資料は縄文時代各期の

遺構より出土したもので、縄文時代中期に属すると

考えられるものが多いです。分析資料の時期や型式

学的な所見については、表 1及 び本報告書のDISC‐ 1

を参照してください。分析資料の帰属時期、型式学

的所見は柳澤亮氏 。寺内隆夫氏 (県埋文センター)

によります。遺跡内粘上の採取は坂北村教育委員会

が行いました。

2.分析方法

2-1.蛍 光 X線分析の方法

胎土中の粘土の分類を行うため胎土の蛍光X線分

析れこよる胎土分析を実施しました。蛍光X線分析の

方法はこれまでの筆者の方法 (建石1996、 2003他 )

に準拠しました。

本研究で用いた分析装置は、セイコー電子工業製

卓上型蛍光 X線分析装置SEA-2001です。分析条件

は以下の通 りです。 X線発生 部の ターゲッ ト Rh
管球、加速電圧 15kV、 加速電流 100～ 150μ A、

照射径  1～ 3 11ull、 検出器 Si(Li)半 導体検出器、

室内雰囲気 真空、測定時間 300秒、測定 回数 5

回。定量分析 は装置装備のファンダメンタルパ ラメ

ーター法によった (標準試料なし)。

分析対象 とした元素はSk TR Al、 Fe、 Mg、 Cム

K、 Mnの 8元素 です。土器胎上 の主成分元素組成

は、岩石学の慣例にしたがい酸化物 として表記 しま

した。本研究で は標準試料を用い なかったため、定

量性には優れませんが、各試料間の比較や傾向を知

るというレベルでは影響ない ものと判断 しました。

また、Naに つ いて は本 条件 での定量が困難なため

測定 しませんで した。

土器の原料を粘土 と河川砂等の混和材
*と

を混ぜ

合わせた ものと仮定すれば、土器胎土中における粘

土と混和材の明瞭な識別・分離は困難です。本研究

では肉眼で確認できる大粒の鉱物・岩片粒子を混和

材に由来する可能性が高い ものとして、 X線照射範

囲から極力外すことで対応 しました。この際、資料

にマスキングをすることで、X線照射範囲を通常

(3 11ulЙ らヽ l llllll程 度まで調節して測定を行いました。

2-2.胎 土の不均―性の問題への対応

同一個体内における胎上の不均一性を考慮 し、ま

ず個体ごとに測定位置を変えて 5回ずつ蛍光X線分

析を実施 した後、個体ごとの分析結果のまとまりを

みるため、すべての測定結果をクラスター分析
*に

供

しました。クラスター分析の結果、 5回の測定結果

が同一クラスター内に収まった個体については、 5
回の平均値を算出しこれをその個体の粘土の化学組

成としました。

5回の波1定結果がばらつ く個体については、さら

に 6回 日、 7回 目の測定を実施し、 5つ以上の測定

結果が同一クラスターを形成した段階で 5回 の平均

値 を算出して これをその個体の化学組成 としまし

た。今回の分析では 7回以上の測定が必要だった個

体はありませんでした。 クラスター分析にはSPSS

社製多変量解析ソフトSPSS(11.5」 )を 使用しました。

3.分析結果と考察

表1に蛍光X線分析による胎土分析の結果を示し

ました。

土器胎土中に含まれる、風化鉱物である粘上の採

取地域等 を検討する場合、風化による影響の少ない

理想的な岩石 との単純な比較 は好ましくあ りませ

ん。特に化学組成の検討では、風化の過程で棒筋
*

する成分の存在 を考えてお くことが重要です。図1

は、比較的溶脱による影響が少なく母岩の状況をあ

る程度反映すると考えられるSiを横軸に、Feを縦軸

にとった ものです。この図では、各プロッ トが概ね

負の相関を示すことが理解できました。 ここには示

していませんが、新鮮な火成岩の分析結果もほぼ同

一のライン上 にプロッ トされます。図1に おいて、

分析結果が左上側にプロッ トされる個体ほど塩基性

よりの粘土に由来する胎土 をもち、分析結果が右下

側にプロットされる個体ほど酸性よりの粘土に由来

する胎土をもつと考えられます。

分析レポー ト2′ 土器の粘土から産地を探る



図 1に よれば、型式学的所見によ り斜行沈線文系、

勝坂式、焼町、唐草文系等 にまとめたられた土器

群は、それぞれ胎土の特徴 に一定のまとまりが認

め られることがわか ります。また、遺跡内採取粘

土 (粘±1,2)は いずれも、今回分析 した縄文土器、

焼成粘土塊 の粘上の特性 とは異 なる特性 をもつ こ

ともわか りました。

今後、混和材 と関わる可能性の高い大粒粒子に

焦点を当てた分析や より詳細 な型式学的検討を実

施 した上で、 よ り具体的、総合的な考察を行なう

機会を持ちたいと思います。

建石 徹 (東京芸術大学大学院美術研究紳

謝辞

本研究 を実施するにあた り、柳澤亮氏、寺内隆

夫氏をはじめ長野県埋蔵文化財調査センターの皆

様には、多大 なご教示・ ご協力 をいただきました。

寺崎裕助氏、長田友也氏、津村宏臣氏 には資料採

取時等 にご一緒いただき、多 くのご教示 をいただ

きました。二宮修治氏 には胎上分析の方法全般 に

ついて多 くのご指導をいただ きました。

また、本遺跡の地権者である小林久廣氏 には、

発掘調査終了後にも関わ らず遺跡周辺で産出す る

粘上の採取 を許可 していただ き、 さらに、周辺で

の過去の粘上の利用法やその採取地点等 について

多 くのご教示をた まわりました。

皆様方にこの場をお借 りして感謝申し上げます。

図1 東畑遺跡出土縄文土器の胎土分析結果 (S卜 Fe)

粘± 1は調査区西側の圃場墜引‖■業地内のりt回 面下20cmか ら採取.灰 lt色で細粒Fr2含む。
基本り臀序のV4層 に相当。
粘± 2は遺跡北西200m、 県道 Fの傾斜地から採取.表土下にII色 のl「 土層が堆積する。
地樅者の小林さんは中学生,キ代、■術科の授業のため採取 したとのこと.良 IIの粘上である.

徹 1996「 縄文時代中期における土器の移動に関する基

礎的研究」F土曜考古』20

2003「 下の根地区出土縄文土器の胎土分析」

『南鍛冶山itt跡 発掘調査報告沓10』
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表1 東畑遺跡出土縄文土器の胎土分析結果 (wt%)
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分析レポー ト2/土器の粘土から産地を探る



石でつくつた道具

さまざまな石器

縄文時代の人 々は、自然環境 と共生 して、 身近 に

ある材料をとても上手 に利用 しています。石器 も自

然素材 であ る石 を加工 してつ くりだした道具です。

その種類は多 く、東畑遺跡で も30種 の石材を用 いた

29種類、3,628点 の石器が出土 しています。使 う対 象

物にあわせて石材 を選 び、加工 方法を工夫 し製作 さ

れた石器には、その石材の光沢ばか りではな く、先

人の残 した、技術 水準の高 い確かな製品としての魅

力に溢れています。

3611     2289  1758 3598

170石 錐 (ド リル)

動物の皮や骨、木などに穴を開ける道具。つまみがあるタイ

プと棒状のタイプがある。右下 (3592)は長さ5 4cm。
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9803548  964
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外
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2492

,'_r.ヽ

2227

2225  3601     3549

遺跡全体で571点 出土 した。石材

右下 (3549)は長 さ 2.9cm。

171三脚石器 (左上)と石匙 (ナ イフ)

三脚石器の用途は不明。石匙は、つまみの付く小ぶりのナイ

フ。皮剥ぎに使われたとも考えられる。右下 (3550)は 長さ

7.3cm。

3569

裏謁A典 ∴A
1276  2226  1295

169石 鏃 (矢 じり)

弓矢の先に付ける狩猟具。

は黒曜石やチヤー トが多い。
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1721色 とりどりの石器

いろいろな石材の利点を生かして、様々な道具をつ くり出している。右下 (1496)は長さ5,4cm。

2013

2327

3563

石でつ くつた道具/さまざまな石器



3622

石錘 (石 のおもり)

釣針形石器は非常にていねいに

つ くられている。黒曜石製。長さ

3.l cm。 非実用品か。砂岩でつ く

られた石錘は、十字に入れた溝に

糸を巻きつけて、釣 り漁や網漁に

使う。長さ5 4cm。

小さな石器、大きな石器

2544

1779

(直レ水晶の石器

四阿屋山に産地がある。

く道具に使われた。右上

硬い石のため、きりや叩

(25441は 長さ4 2cm。

●
●:I

,1%
‐
〔
醐

) その他の石核

チヤー トや頁岩といつた堆積岩も大切な石材であ

る。右下 (637)は縦 7.2cm。

輌勧乳靭 あ磨製石斧
木を切り倒す道具。定角式より厚みがあ り長 く重

い。右上 (2173)は長さ14.2cm。

〔順酵石皿と饉岩・護若%

当時の主食である、 ドングリやクルミを加工する

道具。生活の必需品。石皿の長さ46.5 cm。
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:憔〕黒曜石の原石と石核

石器の素材。遠く八ケ岳―帯に産地がある。東畑

遺跡でも石器づ くりが行なわれていた。拾え切れな

いほど細かなチップも出土 している。右上 (88)

|ま幣従5,2cm。

断面が長方形の磨製石斧。木を加工する道具。

器として糸魚川付近から持ち込まれた。

左下 (26)は高さ 10.lcm。

⑩ 抱 静
土を掘る道具。竪穴住居を掘つたり、ヤマイモを

掘つたことだろう。頁岩や麻績り||に ある砂岩を石材

にするものが多い。右下 (1816)は長さ13.7cm。
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石でつ くつた道具 /小さな石器、大きな石器



分析 レポー ト3

石器からみたムラの生活

東畑遮跡からは計3349点の石器が住居跡内から

出土しました。 これらの石器 は当時の人々の生活

道具であり、食料調達に使 った石器、調理に使っ

た石器、大工道具として使 った石器、 または石棒

のようなお祭 りの道具や、垂飾り。耳飾 りなどの

アクセサリー類まで様々な種類があ ります。これ

らのうち、食料調達 に使った石器や、食料の調

理・加工に使ったと考えられている石器から、東

畑遺跡でどのような生業が行われていたのか、ま

たは、時代ごとに変化があるのか分析 してみまし

ょう。
せ0ヽ ぎょうたいしようぶつ

方法としては、 まず生業対象物がある程度判明

している石器 について、それぞれの対象物 ごとに

分類 します。今回は大きく3種類に分類しました。

☆狩猟活動に用いられた石器群 =石鏃、石槍、て

いねいにつくられた小形の石匙

◎対象物…シカ 。イノシシなどの動物。

○石鏃・石槍 =石鏃は弓矢の先、石槍 は槍の先に

着け、狩 りに使つた道具。

○小形石匙 =獲物の解体 に使つた と考え られて

い

る道具。

☆植物質食糧の採集に用いられた石器群 =打製石

斧、横刃形石器、粗くつ くられた大形の石匙

◎対象物…ヤマノイモ・ユ リ根・ クズ 。ワラビ

根などの根莱類と山菜類。

○打製石斧 =土掘 り具と考えられてお り、根菜

類の採集に使つた道具。

○横刃形石器・大形石匙 =植物の切削 に使われ

たと考えられ、山菜類などの採集に使った道

具。

☆植物質食糧の加工に用いられた石器群 =石皿・磨

石・凹石 。敲石

◎対象物… ドングリなどの本の実。

○凹石・敲石 =木の実の殻 を割る道具。

○磨石・石皿 =実を磨 り潰 して粉にする道具。

次 に住居跡か ら出土 したこれ らの石器数 を時期

ごと (縄 文時代前期後葉 。中期初頭 。中期中葉・

中期後葉 。後期初頭 。後期前葉)に 集計 し、各石

器群の割合 (%)を計算 します。

下のグラフがその結果です。3種類の生業のうち、

東畑遣跡では狩猟活動が盛んであったようですが、

中期後業以降は植物質食料の利用が増えているよ

うです。後期前葉では ドングリなどの木の実の利

用が盛んになったようです。また同 じ東筑摩郡の

山形村殿村遣跡・淀の内遺跡、朝 日村熊人撫遺跡

などでは中期中葉 に植物質食料の採集活動がとて

も盛んになるのですが、東畑では狩猟が中心であ

り、他遺跡 と異なった様子を示 しています。

石器か らみた分析 では、東畑遺跡では全体的に

動物質食料 と植物質食料 をバ ランス良く取 り入れ

た生業が行われていたようです。また網漁に使 う

石錘が1点 出土しています。近 くの麻績川で、季節

になると遡上 して くるサ ケ 。マスを対象 とした

漁排 も行われていたことでしょう。

伊比博和

前期後葉
(n=9・ 住居数=22)

中期初頭
(n=11・ 住居数=7)

中期中葉
(n=20。 イ主雇翌ま=10)

中期後葉
(n=8・ 住居数=11)

後期初頭
(n=22・ 住居数=3)

後期前葉
(n=10。 住居数=5)

0%       200/0      400/o      600/o      80%      100%
*数値は住居跡1軒あたりの平均石器数。n=平均総数。住居数はデータ採用住居数。検出のみの住居 。他時期との
同心円重複住居に関してはデータ採用しない。また石鏃未製品については狩猟以外の用途についても検討されてい
るため、本分析では採用しなかつた。

データ採用住居番号

前期後葉
6,23,25,26.2930,31.32.

33.3641.42.44.47.48,

49,51,52.53,73,75,86

中期初頭
43.54.85,90,92.96.99

中期中葉
5,34.45.50.60.61.87.

91,95,SK005

中期後葉

3,410,12,20,59,76.77.

93.97,SH04

後期初頭
8,11,88

後期前葉
1,7.57,72,SH01

蠅醸)石器器種組成からみた時期別の生業

分析レポー ト3/石器か らみたムラの生活



住居跡を掘 っていると、自くてもろい石のような

ものがた くさん出てきました。 よくみると
‖
骨

‖
であ

ることがわか りました。

その総重量は2364.8gも ありました。とて も細か

く割れています。地点別の出土量をみると、覆土が

厚 く、土器や石器 もたくさんみつかる住居跡か ら多

くなつかっています。これ といって特別な出土状況

はありませんでした。

なつかった骨は洗浄して乾燥 して保管してありま

す。ではこの骨はどのような動物 なのでしょうか。

京都大学霊長類研究所の茂原先生に「どの動物の、

どの場所の骨なのか」を調べていただきました。そ

うすると、 1点 以外すべて焼けている骨であること

がわか りました。

また98点 について動物 の種 名 と部

位 が わか りま した (185グ ラフ )。

そうする とイノシシ とシカがその大

半を占めていま した。 また ウサ ギや

カエ ルと考えられる小 さな動物 の骨

もみつか りました。

石器に よる解体痕 (カ ットマーク)

が残ってい る例 も2点 みつか りまし

た (183)。

3412-1

182焼 けていない骨

SB75出 土。割れてまと

まつて出土した。種不明。

長さ 12.4cm。

l183‐ 1解 体痕のある骨片

石器で解体した痕がみ られる。

種不明。長さ26cm。

104S3045号 住居跡出土の骨片

覆土などから計3709の 骨片が出土。

よく焼けている。

点 数

シカ

イノシシ

イノシシかシ

小動物 (小形
哺乳類 :ウサ
ギ、両生類 :

力エルなど)

185同 定された骨の種別比

魚骨などはみつかっていない

内陸の遣跡 では焼 けた骨が多 く出土する例があ りま

す。それ にはお祭 りや祈 りとい った特 別な意味があ

るといわれています。

東畑 の出土 例は何 を示 しているので しょうか。 Vヽ ま

のところ特別な意味があるのか、単なる「たべかす」

なのか分か ってい ませんが、内陸遣跡の貴重な出土

例 とい えるで しょう。

→詳細 な同定結果 はDISC lヘ

3483-1
186シ カの骨

S3097出土。 右長さ4.2cm。

117:小動物の骨

32721がウサギ (?)、 32732が力エル (?)と 同定された。
右上長さ1 2cm。
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人々が食べていたものは何か

遺跡からみつかつた動物の骨
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人々が食べていたものは何か/遺跡か らみつかつた動物の骨


